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On the Etymological Origin of A.nimals and Plants in Indo-European 

Shinya MORITA 

We examine the etymological origins of animals and plants in Indo-European. The way of naming is 

mainly categorized into the following three. 

First， swine and cow are named in an onomatopoeic way. They are based on the way they cry. *Su-

derives etymologically from ‘maker of the sound /su/. *G"'ou-goes back to Sumerian gll-， which means a 

neighing sound. 

Second， gorse and lIrchin are named in a mimetic way. They derive from the Indo-European roots 

which have the connotation of bristles. In Italic languages， rana in Latin and grenouille in French are 

onomatopoeic， while in Germanic languages，jトogis named in the mimetic way for leaping. 

Third， some animals and plants derive from the Indo-European roots meaning color.本Bher-meaning 

‘brown' develops into bear in English. In addition，ホel-meaning‘red， yellow， and brown' develops into alder， 

elder， and elm in plants and elk in animals. Birch in English is so named because its bark is white 

Furthermore， rllby and rust are so named because they are red. *Relldh-develops into robllr 'oak' in Latin， 
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because of its color， and robust in English derives from the same origin and is so named because red oaks are 

extremely tough and hard. Dove in English goes back to the origin of its color etymologically; on the other 

hand pigeon， which goes back to pipire‘to peep' in Latin， is onomatopoeic. 

O. はじめに

オノマトペには世界共通の感覚のようなものが存在する。例えば，カエルの「ゲロゲロ」はフラ

ンス語の grenouilleに通じるものがあり rケロケロ」は英語の croakに通じるものがある。また，

色彩も言語に関係なく共通の視覚的な感覚の一つである。日本語では「白鳥」は文字通り白いから

そう呼ぶのであるが，印欧語の世界でも色彩を示す語根から，同じような命名方法により，実に

様々な動植物を表す語集が派生している。そこで，本稿では語源という視点から様々な動植物を指

す語集を分析し，印欧語の世界に共通する感覚を探り，さらに語族の枠を越えて人類に共通の音表

象や感覚について考えてみることにする。

l. オノマトペ起源

1. 1 印欧語根 *su-

日本語では豚の鳴き声は「ブーブー」と表現されるが，古代の印欧語世界の人たちの耳には，

「スースー」あるいは「シューシュー」と聞こえていたようである。現代英語の sowは雌豚を意

味するが，これはラテン語の susやギリシャ語の vc，さらには印欧祖語*suーまで、さかのぼることが

できる古い語である。サンスクリット語の本su-karahは rwスー』という音を発するもの」という意

味で，これは擬音語がその起源であることを裏付けるものである。

Sanskrit s丘karah，・wildboar， swine' Avestic hu‘wild boar' 

Latin sus > suinus 'pe口ainingto swine': Oslav. svinija‘swine' 

All these words derive什omthe IE imitative base 勺u・whichis proved by the Sanskrit equivalent su-karah lit. 

'maker (-utterer) ofthe sound suh 

特にギリシャ語 ucや古代ペルシャ語 huには /h/音が現れており rヒューヒュ一J> rスー

スー」あるいは「シューシュー」という擬音語が感じられる。
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印欧語における動植物の名称の起源に関する一考察

1. 2古代の「馬の鳴き声」

同根のラテン語 bosやギリシャ語 soi5c は牛の総称で雌雄どちらも指していたのに対して，

ゲルマン語では牝牛に意味が特化された。サンスクリット語 gall~ やアヴェスタ語 gãush では印欧

祖語と同様に，‘ox，bull， cow'を意味していた。印欧祖語から派生したこれらの印欧語族の同根

語は，さらに突き詰めるとシュメール語の gu(古くは gud)‘ox，bull'までさかのぼることができ，

これは擬音語が起源の言葉であったう

現代英語の馬の鳴き声は neighという語柔で表されるが，これは古英語の hnaganにさかのぼる。

語頭の [hJがあると擬音語であることが一層明白に感じられるが，ラテン語にも hinniδという語

嚢が存在し，ギリシャ語アivvoc，'/vvoc rラパ」からの借用語で，語源不明のオノマトペである。ま

た古英語の hnaganは古くは xnagであったはずで，シュメール語の語頭の Ig!とゲルマン語の

/x/は調音点の差こそあれ共に軟口蓋音で 共有の音表象を持っているといえよう。

1.3 /gr・/の音表象

Cochonの語源は， 810ch (1989: 139)では，

Cochon signifie surtoutくく jeuneporc >> jusqu'au XVIIe siとcle.Probablement forme d'apres les cris qui 

servent a appeler les porcs (kos kos).一一 Onpropose aussi d'y voir un derive de cocheくく entaille>>， les 

truies et les verrats chatres etant souvent marques d'une entaille a l' oreille. 

とあり，子豚の「鳴き声Jから生じたオノマトべによる造語という見解に加え，雌豚と去勢した雄

豚は耳に傷‘coche'を付けて印をつけたことから来るという見解も示されている。

また，Goretという語の語源は， 8Ioch (1989:299)では，

'derive de l'ancien francais goreくく truie>>， mot d'origine onomatopeique， imitant le grognement du porc， 

et qui existe aussi dans d'autres langues. Cf. allmand gorrenくく grogner>>.' 

ということから，豚の鳴き声をまねたオノマトペが語源であることが分かる。

Pokomy (1989)でも，*gru-'Grunzlaut der Schweinどとあり，印欧祖語において既に豚の鳴き

声を示すオノマトペが存在していた。この語根からは，ギリシャ語 Jρムラテン語 grundiδ 〉

grunmδ，現代フランス語 grogner，古英語 grun(n)ian，現代ドイツ語 grunzen， さらに「子豚Jを意
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味するギリシャ語mθλoc，}ρψλλocも同根から派生している。

Emout et Meillet (1985: 284) では.grundiδ> grunniδは. 'L'un des mots en gr-indiquant des 

bruits. 'とあり .grーで始まるラテン語にはオノマトペ起源、のものがいくつか存在すると記述され

ている。

Garriδ: babiller， bavaeder. 

Il ne semble pas que le verbe s'applique au cri d'un animal determine. Ce n'est qu'a une epoque 

relativement tardive qu'il s'emploie en parlant d'animaux， du reste divers: chien， grenoui/{e， oiseau.x. Dans la 

langue archaique， garriδn'a que le sens de くく barvader>>; garrulus se dit de toute espとced'etres ou de 

choses 

Verbe expressif ( comme garriδ) et comme gingriδ， grllndiδI1 Y a une serie de mots comprenant g et r 

qui designent des bruits， ainsi en latin des noms d'animaux comme griis et graclllus， le verbe grundiδ， etc'. 

ラテン語の garriδは特定の生き物の鳴き声を示すのではなく，犬やカエルや鳥などの様々な動物

の鳴き声を表すのに用いられたが，それは時代が下つてのことであった。

元来，フランス語のカエルを意味する grenouilleの起源はラテン語では ranaという語であった。

Alteration d'un plus ancien re (i)no(u) ille， lat. pop. *ranllcula， d'o白 aussiit. ranocchia， avec un g du 

probablement a I'intluence de quelques mots imitant le cri de certains animaux， comme gracllla 

く<choucas>> (d'ou le仕.grai lle); cette forme doit son succとsa sa valeur plus expressive， cf. de meme a. pr. 

granolha， anterieur d'environ cinquante ans a grenollille4
• 

俗ラテン語までは/げで始まる言葉であったが，その他のオノマトペ起源の動物の鳴き声を思わせ

る語柔に影響されて，語頭に /g/音が付加された。こうした音表象は世界共通で，日本語「ケロ

ケロ」や「ゲロゲロJ. 英語の croakにも通じるものがある。こうして本来の語の語頭に /g!音を

加えて誕生した語柔はその音声的な効果と音表象の相乗効果で1215年頃に用いられるようになった。

ロマンス語ではラテン語の形をよく保っているイタリア誇の ranaやスペイン語の ranaと比較して

みても，フランス語の場合が、かなりの突然変異であることが分かる。

この grenollilleの他に，ラテン語の ranaの語形を保っている古フランス語の rameからの rainette

も併存するが.grenollilleの方がより一般的な語柔である。

ラテン語の ranaに関しては. Varrδ(しL.V-78) では.rana ab sua dicta vδce rカエルはその日烏き

声ゆえにそう呼ばれる」とあり，ラテン語のネイティヴ・スピーカーであったワルロの直感からも，
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ラテン語の ranaそのものがオノマトべによるものであることは間違いない。

1. 4 Ikr・/の音表象

現代英語のカエルの鳴き声は croakという語葉で表されるが，Ikr/で始まるこの語も言うまでも

なくオノマトペ起源、である。印欧語根 *ker-・anechoic root indicating loud noises or birds'は，ラテ

ン語の crepo'to rattle'やcrociδ‘tocrγ/croak as a raven'そして crocztδ‘tocroak loudly'などが派生し

ている。本来的にこの *ker-という語根は ‘imitativeness for hoarse and rough sounds or cries of 

animals'を表すものでへそこからラテン語の corvus‘raven'や cormx‘croak'も派生している。

*ker-の他に，印欧語根 *gar-'to shout'もラテン語garrio'to chatter'へ，また *gerーもラテン

語 grus‘crane'へと発展する。グリムの法則から印欧語の Igr-Iはゲルマン語の Ikr-Iに対応する

ので，ラテン語の griisが古英語の cranに対応するわけである。同様に，印欧語の Ikr・/はゲルマ

ン語の Ihk-Iに対応し，ラテン語の co内lISは，ゲルマン語の *hrabnaz> OE hrafn > ModE raven 

という対応関係になる。

現代英語の croakは，ラテン語の crδczδに対応し，古英語の craccetωnにさかのぼるが，グリム

の法則から外れている。これは，オノマトべによる「音」そのものが保存され，オノマトペである

ことが強く意識的に認識されていることから来るものと考えられる。他にも，crowや creakなども

同様にグリムの法則から外れているが，これは， /kr/という誰の耳にも明らかなオノマトべによ

る「鳴き声」そのものであることが最大の理由であろう。

一方，鳥の名称はゴート語のかukj仰や古英語の hrafnにはグリムの法則がかかっている。理論

的には，現代英語の crowは *gar- と語源的には関係しているが，ラテン語の crociδ，cornix， 

co門 lISともどこかでつながっているように思えるのである。

1. 5 ラテン語の鳥の名称

一-de his pleraeque ab suis vocibus u( haec: 

upupa cuc己lus，corvus， hirundo， ulula， bubo; 

一-ofthese， very many are named from their cries司

as丘rethese: upup註'poopoe'，cuculus 'cllckoo'， 

corvus 'raven'， hirundo 'swallow'， ulula 
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'screech-owl'， bubo 'horned owl';・ー

(Varro 'Oe lingua latTna' 5:75)6 

烏の中にはその鳴き声のオノマトべによって名付けられているものがある。例えば，カッコウは

ラテン語では cllculllSで，その鳴き声は cllculδ と鳴く。フクロウは czicllbδ と鳴き，カラスは

cucurδと鳴く。

ラテン語の cacabδはヤマウズラの鳴き声を示すが，現代英語では cackleがこれにあたる。語構

成の特徴を分析的に眺めてみると，ラテン語は reduplicationにより烏の鳴き声のオノマトペのニュ

アンスを出しているのに対し，現代英語の方は反復を表す接尾辞を伴っている。

印欧語根、σ1 ・toshout/call'からラテン語の gallllsrおんどりJが生ずるが，元々はその語根の

意味通り‘callingbird'の意味であった。この語は Gallusや Gallicという語葉と関係があり，実際

に古代ガリアでは図像学上，おんどりが重要なシンボルであったことが考古学的にも検証されてい

る。

音表象として，当時jgl/という音を伴う語嚢が，視覚的，聴覚的，そして意味という 3つのパラ

メーターを持っていて，それぞれの要素が相互に強く結びついて一つの意味を形成していたように

思われるのであるが，たとえば，英語で gaggfeという語が初めて登場するのは1350年頃とされて

おり，それ以前にはさかのぼれないが，印欧語根の *gal-と同じ意味で英語という言語に形を借

りて現れたように見える。ラテン語の crociδは現代英語の croakに相当するが，明らかにこれはグ

リムの音韻法則から外れている。しかし，オノマトペに関しては洋の東西を問わず，また時代を問

わず，人間の本能的な感覚というレベルで共通する部分が非常に大きいため，また普遍的であるが

ゆえに，こうした現象が起こっても全く不思議なことではない。

1.6 その他の鳥など

1.6. 1おんどり

現代英語の cockrおんどり」はその鳴き声から名付けられ，古代教会スラブ語の kokotziもサン

スクリット語の kllk-ku{alJもおんどりの鳴き声を表す reduplicationが見られ，オノマトペであるこ

とは明白である。

現代英語の chickenも，印欧語根本kjuk-‘imitativeofthe sound characteristic ofa chicken'から派生

し，古英語の cicenを経て現代英語の chickenになるが，これも鳥の鳴き声をまねた擬音語である。

Pigeon rハト Jは，ラテン語の pIpIre‘topeep， chirp'から派生した語で，後期ラテン語の
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pキフiδnem(pipiδの対格)が古フランス語 pijonを経て現代フランス語の pigeonが現代英語に入って

きたものである。色彩の語で後述するが，同じ「ハトJを意味する語柔 doveは，その羽(体)の

色彩から名付けられており，好対照をなしている。

1.6.2めんどり

ドイツ語は Hahnとその女性形 Henneで同根だが，英語はラテン語起源、の cockとhe久フランス

語は coqとpoule (< L. pullllsくく petitd'un animal; specialementくく poulet>>)で別語根である。

現代英語の henrめんどり」は，印欧語根 *kan-‘tosing'に由来し r歌う鳥」が語源、である。

ラテン語の canere'to sing'や現代ドイツ語の Hahn'cock'と Henne‘hen'も同根である。古英語で

も現代ドイツ語同様，hana‘cock'と henn‘hen'は同根で，男性形と女性形の対立になっている。

さらに， ギリシャ語のが -KIαvoc ・cock' も‘singerof the dawn' r暁の歌唄い」という意味で

*kan-の派生語である。

1.6.3ガチョウ

IE *ghans-‘goose'; L anserくキhanser;Skr hamsa-'goose， swan'; Grχオν;OE gδs; ModG Gans; Gr 

xασKω ‘to yawn， gape7
' 

「白鳥」の語源の個所で後述するが，現代英語の swanは，印欧語根牢swen-'to sound'が語源で，

古英語 swan> ModE swanという発展をしてきた。これは，ラテン語の sonare‘tosound'と同根

で鳴き声による命名である。また，ギリシャ語の KVKVOCはラテン語の cycnusを経て現代フランス

語の cygneに対応し，元々は擬音語起源である。これらから考えて，サンスクリット語の hamsaーが

‘goose， swan'の意味であることから rがちょう」も擬音語の可能性がある。くちばしをあけて

ガーガー鳴く習性から名付けられたという説も全くの民間語源であるとは限らない。

1.6.4犬

現代英語の hOllndは，印欧語根容かon-'dog'にさかのぼることができ，ラテン語の canisは同根

で，古英語の hund‘dog'を経て houndに至る。ラテン語の /kanis/と日本語の漢字「犬J/ken/に

は犬の鳴き声である「キャンキャン」という共通のオノマトペが見られ，これらの例からも語族の

枠を越えた人類に共通の感覚という言葉の括りが存在しているように感じられる。
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2. 擬態語起源

2. 1 rトゲトゲJという感覚

ギリシャ語kからは rハイエナ」という語も派生している。

Avec le suffixe feminin dépréciatif 一αlVα • vαlVαくく hyとne>>; elle ressemble au porc par son allure， sa 

criniとreherissee; le cas differe de celui de Aeαlναqui est le feminin de AtωJ. 

女性形を示す接尾辞一αlvaは，単純に Atων の女性形 Aeαlvaを作る機能を持つほかに，しばしば

意味の卑下を伴う場合があり，ギリシャ語では「ハイエナ」は「剛毛のタテガミを持つブタ」とい

う語源である。

L. hyaenaく Greekvazva 'hyena' li1. 'sow' formed with femenine suffixαlvaく Greekuc ・swine'The 

hyena was so called in allusion to its bristly mane. For sense development， compare I-Iungarian sertes‘hog， 

swine' lit. 'the bristly animal' from serte， sδrte 'bristle
9
，. 

ラテン語の hyaenaはギ 1)シャ語から来た語であるが，意味の点では，ハンガリ一語の sertesr豚J

とserte，sorte r剛毛」の関係に通じるものがある。

ハイエナがそう名付けられた理由は，豚と外見が似ていたというほかに，多産でがつがつしてい

たなどの性質も p句oratl切なニュアンスと無関係ではないと思われる。

Poser *ghorヴ0・permetplusieurs rapprochements， notamment de noms d'animaux a poil dur et herisse， et 

fait finalement remonter a la racine de la1. horreδ， skr. ht~yati， hár~ate lO. 

本ghers-'bristle' 

1. zero-grade: a) Germanic *gorst> OE gorst・gorse';b) hordellm・barlcy'

2. lengthened-grade: Latin herler 'hedgehog' 

3. lengthened-grade: Latin eruca・caterpillar'

4. full-grade: Latin hirslItus 'bristly， shaggy， hairγ 

5. sutlixed full-grade: Latin hispidlls 'bristly， shaggy， prickly' 
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6.0・grade:Latin horreδ・bristle，be terrified 1 j， 

印欧祖語の*ghersーからは，現代英語の gorseIハ 1)エニシダ」や urchinIヤマアラシ」なども派生

しており，さらに horrorI恐怖Jも同根である。特に，urchinは「ヤマアラシ」の他に「ハリネズ

ミ(米)Jや「ウニ」といった意味もあり，印欧語根の*ghers-‘bristle'の意味が非常によく反映さ

れている。 Urchinの語源に関しては，本来的に古いラテン語の herは‘prickycreature'の意であっ

たが，向er・hedgehog'の意味になり，古フランス語 hericonを経て，現代フランス語の herissonや

現代英語の urchinへと発展をとげている。

さらに，ギリシャ語の XTl.ρは・hedgehog'，アラビア語の deは‘wildboar， hog'，その指小形

derk， dirkはるyoungpig， sow'，アルメニア語のjarは‘maneof horse'などの語柔も全て同根である。

純粋な印欧語起源ではないが，現代英語の roseIバラj は印欧語の *wrdho-'thom， bramble'ま

でさかのぼることができ Iトゲ」が語源になっているに

このようにトゲや剛毛が生えた生き物の呼び名に印欧語全般を通して共通の語根が見られるが，

古代のヨーロッパ人が初めて目にした「トゲの生えた」生き物の呼び名を Iトゲトゲ」のように

最も原始的な方法，つまり擬態語で付けたことは間違いない。そうした生き物のトゲで痛い思いを

して，そこから「恐ろしいJI怖いj という観念が生じるのはごく自然の流れであり，ラテン語の

horreoが同根であっても全く不思議ではないのである。

2. 2 英語の frog

「カエルJを意味する語葉に関して，ラテン語やロマンス語では，オノマトペを強く意識したも

のであったのに対して，英語のjトogの語源は， IEの*preu-'tohop'さかのぼることができ，サンス

クリット語pravateは・heleaps up'という意味で，ゲルマン系諸言語では， OEのfroggaやドイツ

語の Froschなど，この「跳びはねる」という意味の語根から「カエル」が派生している。ラテン

系諸言語のオノマトペに対して，ゲルマン系諸言語は「ぴょんぴょん」という擬態語による感覚が

感じられる。英語の jトolicI楽しい」やドイツ語の FreudeI喜び」も同根であるが，喜びを全身で

表現するとき I跳びはねる」という行為を連想することは極めて自然である。

3. i色彩」に由来する語葉

3. 1 *e/-'red， brownl3， 
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1. +k: iヘラシカ・オオシカJModE. elk; G Elch; L. alces; Russ. losii 

2. +en/+n: iアカシカJGr. EA.αゆoc;Oslωelenb 

3. *I-on-bho-s: I羊JGoth. lamb ; ModE. lamb 

4.キelen-:L. hinnuleus I子鹿」

5. L. olor I白鳥J; alcedδ「カワセミ」

lambの語源は，印欧祖語の*ε1-'red， brown'にさかのぼることができ，古英語の lambやゴート

語の lambも同根である。この*elーは印欧祖語では色彩の語根で，ここから植物や動物の名前が数

多く付けられている。古代ヨーロッパの人たちが民族移動をする中で初めて見聞きする動植物を指

して言うときに，その視覚的な色彩に拠り所を求めたのはごく自然のことであり，民族によってそ

の色彩感覚が異なっているという点が非常に興味深い。

3. 2 *bher ・bright，brown' I褐色の動物J

1. ModE brown 

2. Reduplicated form bhibhru-/bhebhru-・thebrown animal' > OE beofor > ModE beaver 

3. Germanicキbero'the brown animal' > OE bera > ModE bear 

4. Old Norse匂orn

5. Latin jiber‘beaverl4， 

*bher-から n-formativeenlargementで派生した brownは，広くゲルマン系の言語に見られるが，

ロシア語の bron‘white，variegated'やギリシャ語伽vvoc ‘toad'とも同根である。ラテン語では

「熊」は ursus，ギリシャ語のapKTocも同根であるが，ゲルマン系，バルト系，スラブ系の諸言語

においては，熊は神聖な動物であることからタブーとして実名を呼ばず別の名称を用いたので，熊

はタブーとして別の表現で置き換えられた。ゲルマン系では，色彩から視覚的に「褐色の動物」と

名付けたが，ロシア語は印欧語根川edhll-I蜜J+ *ed-I食べる」から medvyedI蜜を食べる者」

と表現する。また北欧語では. I熊」を意味する Bjornは人名に好んで、用いられるが，熊の生息地

としては一般に寒冷地が多かったことや熊が身近で大切な存在であったことなども影響していると

思われる。似たような例に，ラテン語の aperがあり，

Aper et ses derives ont foumi de nombreux noms propres. Le nombre de ces cognomina prouve I'importance 

du s丘nglierdans la faune italique， et sans doute l'existence d'anciennes croyanceslS
. 
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印欧語における動植物の名称の起源に関する一考察

という記述から，ラテン語では「イノシシ」の派生語で多くの固有名詞が存在することから Iイ

ノシシJが精神的な面でも大事にされていたことを示すとされている。

インド・ヨーロッパ語族のなかでも語派によってタブー視の有無や動物の呼び名が異なっている

のは，とりもなおさず民族性が反映されているからにほかならない。また I褐色の動物」から，

beaverや bearの他，ギリシャ語では「ひきがえる」派生しているのも民族性を反映するものとし

て非常に興味深い。

本来， I褐色の」に相当するラテン語は jItSCllS'dark'という語だったが，中世ラテン語の時代に

ゲルマン系のか仰が入り，それがロマンス系の諸言語に伝わり ，fUCSllSは廃れてしまった。ラテ

ン語の jItSCUSは印欧祖語の *dhllSkosがその起源であるが，ゲルマン系では，ゲルマン祖語

*dllskaごを経て，古英語の doscまたは doxI暗い，黒いJ，さらに現代英語の dllskI薄暮，たそが

れ」へ至る。イギリスの Oxford大学の ChristChurch Meadowから MertonCollegeへの抜け道の門

には‘Openat dawn， closed at dusk'という掲示があって，ラテン語βfSCllSと同根の dllskが用いられ

ている。開聞の正確な時間は知る由もないが Iたそがれに開門」あるいは「薄暮にて閉門」とい

うような美しい言葉には中世以来の学問の府のゆったりとした時の流れが感じられる。

さて，ラテン語のルSCUSと英語の duskの関係は，一見ラテン語が /f/で始まり，対して英語は

/d/で始まっているので，同じ語源、とは思えないが，例えば， IEの*dhe-/*dhoーは，英語ではグリム

の法則で /dh/の帯気音 /h/が落ちて /d/となるので，現代英語ではめになるわけであるが，一

方ラテン語では /dhlの帯気音の /h/が脱落せず，一層強まると「ドゥフ」というような音になり

第 2要素の「フJの部分が強調されると /f/になり，ラテン語の faciδ，さらにはフランス語の

角的へと至る。英語の doとフランス語のfaireも実は同源なのである。従って，ラテン語の /f/が

ゲルマン語の /d/に対応するので，juscusとduskの関係も同根なのである。

話しを「褐色の動物」へ戻すと，もともとの印欧語根 *bher から直接ラテン語へと進んだのは

jiberで，同じ語源だが中世になってゲルマン語経由で入ってきたのがかunであった。「海狸」を

意味するラテン語は I褐色のJが語源、の jiberとギリシャ語の借用語 castorの2つであったが，

castorがjiberを駆逐してしまった。現代フランス語の「ビーバーJは castorがそのままの語形を

保って残っている。

3. 3 i灰色」の動物

現代英語の hareI野うさぎ」は古英語の haraから，さらに IE*kas-‘gray'までさかのぼること

ができ，ラテン語の canus‘white，gray' (く *kas-nos)とcasCllS‘old'も同根である。 CasclIsは‘gray
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with age‘「年を取って白髪になった」から「古い」という意味になったが，いずれにしろラテン語

では「白っちゃけた」とか「古くて色があせた」というような意味合いを持っていた。一方，ゲル

マン系の諸言語では，本来は 'grayanimal' という意味で，古英語の hasllは「灰色の」という意味

であった。これも色彩感覚から来る呼び名である。

3.4 rハンノキ」と「ニレ」

この *elーという語根は「赤色Jや「茶色/6あるいは「黄色/'を意味し，そこからそのような色

彩の動物や樹の名前の語源になっている。ドイツ語の ErlerハンノキJ，ラテン語の alnus< 

日lsnosrはんの木J，古英語 alor>現代英語 alderrハンノキJ，さらにスラブ諸語の派生語も「ハ

ンノキJの意味である。他にも，古英語の ellen>現代英語 e/derrニワトコ」も同根である。

さらに，匂/-+ moーで古英語 e/m>現代英語 e/mrニレJ，ラテン語の lI/musrニレJ， ドイツ語

U/me rニレJ，パーデン・ヴュルテンベルク州の都市 Ulm も同根で， ドイツの都市ウルムもニレの

木が群生する都市であったことから，そのように名付けられたとされる。

3. 5 *e/- r動物名」

印欧語根本e/-+ k-enlargementという word-formationで「シカ類Jを意味する。古英語 eo/h>現

代英語 e/k，現代ドイツ語 E!ch，ラテン語。/ces，ギリシャ語以K'lは全て同根で「ヘラジカ」をさ

す。

また， n-enlargementの word-formationでは，現代英語の e/andは「エランド(南アフリカ産の大

型のレイヨウ)Jのことで， ドイツ語の E/enrヘラジカ」はリトアニア語 εlnisから来ており，さら

にギ 1)シャ語のふλ片「子鹿」や古代教会スラブ語 ωe/enir大シカJも同根である。さらに，ラテ

ン語の a/cedδ 「カワセミJも同根である。

現代英語の /ambの語源に関しては，学者の説が分かれており，一般にゲルマン語以外に同根語

が無いとされているが， Klein (1971) 1純や Lehmann(1986)刊では同根とされており，本e/n-bhーからギ

リシャ語の dαrpoc・Hirsch'が派生している。この word-formationはサンスクリット語の ν~~an-

'bull・に対する vrsa-bhaーやラテン語の co/umba'dove'く *ke/-/*ko/-‘ofa dark color' + on-bh などと

同様で， t:D欧祖語は*/-on-bho-sを想定している。これらの word-formationから考察してみると，同

根である可能性はかなり高いように思われる。

さらに， r-enlargementでは， r水鳥の類」を指す語が派生し，ギリシャ請のふ凶 'Sumpfvogel'

(t;Aoc 'Sumpf')，ラテン語の %r'swan'や現代英語の αlIkrウミスズメ」も同根である。
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印欧語における動植物の名称の起源に関する一考察

4. 印欧語の色彩感覚

4.1 ・toshine'という意味の語根から派生する色彩

印欧祖語では r輝く」という意味の語根から色彩を表す語嚢が多く派生している。例えば，

*gherーもshine，glow'. *ghel-‘to shine'.句hereJg-‘shine.to be bright， white'， *bhel-‘to shine， t1ash， burn' 

などで，その音韻的な特徴は gh-/bh-十 「歯茎音・流音Jというものであるが，輝きの色彩的ニュ

アンスによって微妙に使い分けられていたようである。音声的には，日本語の「きらきら」や「ぎ

らぎら」にも通じるものを感じることができる。

4. 1. 1 *gher-‘shine， glow' 

この語根からは，現代英語の grayや roan. ラテン語の ravusなど「灰色」を意味する語棄が派

生している。さらに古代アイスランド語，スウェーデン語，デンマーク語などの北欧語では r生

後間もない子豚」を意味する語葉が派生している。

語根は全く異なるが，印欧語根の *kas-‘gray'はゲルマン祖誌ではりwzanーで，古英語の hara.

現代英語では hareとなるが，これはラテン語の canusく *casnos‘hoaη' とcasclls‘old' と同根で，

原義は「灰色の(動物)j であった。このように，動植物の場合はその色によって名前が付けられ

るケースがしばしば見られるのは，最も primitiveな段階では直接色彩感覚が最も意識されるから

に他ならず，感覚的・視覚的という点ではオノマトべによるネーミングに非常に類似している。

4. 1. 2 句hel宅-‘shine，to be brightヲ white'

この語根には rbh・+r j にg!kr軟口蓋音・閉鎖音」という enlargementが加わり r輝く」とい

う意味に加えて「白い」という要素が内包されている。ただし r輝く」という観念から二次的に

派生する意味合いとして. /g/は「白 v¥j という色彩の観念、を含むが，一方の/k/は光の点滅から

‘shimmer'の観念が生まれ，そこから「すばやい動き」の観念を含む語嚢が派生している。

例えば，この語根から派生した「白樺」という語集は，古代ヨーロッパの穆蒼とした森の中で，

「白樺」の木が古代ヨーロッパの人たちの目には臼く輝いて見えたことにその名前が由来すると考

えられる。事実，晩秋の Schwarzwaldの森は，一面の Tannenbaum (もみの木)の中で，枯れか

かった白樺がひときわ輝いて白く見える。これこそがまさしく原風景ではないだろうか。また，現
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代英語の birchの他に，古代教会スラブ語の brezaI白樺」やラテン語のfarnllsや斤αxinusIトネリ

コJ，現代英語の brightも同根である。

4. 1. 3 *ghel-'to shine' 

この語根からは，現代英語の gleam，glare， glow， gloamingなど「光」や「輝く」という観念を含

む語集が多く派生しているが，とりわけ「黄色」の観念を強く内包している語嚢である。現代英語

の /gI-/は「光・輝きJの音表象を持っているが，今も昔も強い光が「黄色」に見えるという人間

に共通の感覚がそこに感じられる。

この語根は，多くの enlargementを伴い様々な意味の派生語を作るが，特に現代英語では yellow

「黄色」や goldI金」という語嚢が派生している。

IE *ghel-wo-> Germanic *gelwaz > OE gealu > ModE yellow 

IE *ghlo-ro-> gr XAωρoc 'green， greenish yeIlow' 

IE *ghl-to-> Germanic gultham > OE gold20 

「黄色い」というところから「胆汁」や「胆嚢」という語蒙が派生しているが，ラテン語の「胆

汁」を意味するfelは同根である。

IE *ghol-no-> Germanic gallon-‘bile' > OE gealla・gaII'

IE *ghelーか >latinfel‘bile21， 

ギ1)シャ語のがωρ火は「緑がかった黄色」または「淡い緑色」という意味で，そこから chlorine

「塩素」が出ているが，その色によって塩素はそう呼ばれた。 ChlorellaIクロレラ」や chlorophyll

「葉緑素」も「緑色」がその語源であることはいうまでもないが，ラテン語の helνusI淡黄色のj

や (h)olllsI青物，野菜」も同根で，古代の色彩感覚ではこの語根の守備範囲が「淡黄色」から

「淡緑色」までかなり広かったことが推察される。

4.1.4 句hel-‘toshine， t1ash， burn' 

この語根から派生した様々な色彩を表す語を概観してみると，インド・ヨーロッパ語族の中の各

語派の色彩感覚がかなり異なっていることに気づく。ロシア語では，byelii‘white' > beluga Iチョ
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印欧語における動植物の名称の起源に関する一考察

ウザメJ(現代英語では「白イルカ」の意もある)から I輝く JI光るJI燃える」という観念が内

包する色彩が「自」であることがうかがえる。

同じ語根から，ゲルマン祖語では IE ホbhle-wo-> Germ *blewaz‘bluどのように現代英語の blue

が派生している一方で，ラテン語では IE*bhleJ-wo-> Lflavus‘golden， yellow'やルlvusI赤黄色の，

褐色のJルrvusI暗い，黒い」という「赤・茶・黒」という語柔が派生している。

ゲルマン系では，ロシア語と同様に，

Germ *blaikjan 'to make white' > OE blacan > ModE bleach 

Germ *blaikaz 'shining， white' > ON bleikr， OE blac > ModE bleak 

Germ本blas-‘shining，white' > OE blase、torch，bright fire' > ModE blaze22 

などに見られるように「白」の観念も生じているが，これはゲルマン系民族の居住地が地理的に北

の方であり，気候的にも寒く，青や白といった寒色系のイメージと深く結びついたものであると考

えられる。これらはロシア語の「白j のイメージにも通じるものがあるが，冬の北ヨーロッパの太

陽は「淡い」色で，地中海世界の「明るい」色彩感覚と対照をなすものである。

また，この語根は「火」の観念から，Germ *blisk-‘to shineヲ bum'> OE blyscan 'to glow red' > 

ModE blushという発展が見られ I赤」も内包している。さらに IE*bhleg-‘to shine， flash， bum' > 

Germ *blakaz‘bumed' > OE blac > ModE blackでは， I火J> I焦げたJ> I黒」という観念から

「黒」のイメージも内包している。古英語では，blac 'bright'とblac‘dark' は母音の長さだけの違

いで両極端の意味が対立しているが，この 2つの語は同根である。

また，ラテン語ではル19ere'to flash， shinどやルImen(くヴidg-men)‘lightning，thunderbolt'，さらに

flagrare‘to blaze'やflammα‘flamどといった語蒙が見られるが，前者の 2つは「自然の光J，後者

の2つは「火の光」である。ラテン語の「赤」は地中海の明るい色彩から，一方，ゲルマン系の

「赤」は暗さ・寒さをしのぐための「火」のイメージが感じられる。

5. その他の色

5.1 印欧語根 *dheu-

*dheus-o-> Germanic *deuzam‘breathing creature， animal' > OE deor‘animal' > ModE deer 

*dhwens-> Germanic *duns-'dust， meal' > *duns-to-> OE dust‘dust' > ModE dust; ON duun‘bird's down' 

く finelike dust 
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*dhus-ko-> Germanic *duskaz> OE dox ・twilight'> ModE dllsk; LjIlsclls 'dark， darky' 

*dheubh-'beclouded in the senses' > *dhollbh-o-> Germanic *daubaz> OE deaf'deaf' > ModE deaf. 

*dhu-m-bho-> Germanic *dumba:: > OE dllmb 'dumb' > ModE dumb; Germanic *dllbon-> OE夫

dlljドdove'<‘dark-coloredbird' > ModE dove 

本来は印欧祖語では r挨・水蒸気・煙の立ち上る様」や「呼吸」や「色彩の形容詞」さらに「感

覚器官などの障害」などを派生語の語根であったへ

「息をするもの」から「生き物Jへ，さらに英語で「動物一般」から「鹿」への意味の縮小が生

じた。この語根は「壊や煙で薄暗い」という観念から duskが生じ，古英語では「黒っぽい烏」に

は -dufeという複合語を伴った語形成が見られ，これが現代英語で「鳩」を意味する doveになる。

Pigeonがオノマトペ起源であるのと対照的である。

5. 2 *kel-‘gray， black， dark' 

印欧祖語の *kel-'gray， black， dark'はラテン語の columbusrハト」になるが，俗ラテン語

*columbraを経て，古英語の culfre，さらに現代英語では clllver‘dove，pigeon'という形で生き残っ

ている。この語も「黒っぽい色」という色彩語が語源である。また，印欧語根の *pel-‘pale'は，

ゲルマン系では Germanicヴalwa::> OE fealll， fealo ・reddishyellow' > ModE fallow r淡黄褐色の，こ

げ茶色の」という変化を遂げているが，ラテン語ではpallere‘tobe pale'やpalumbes‘ringdove'(く

冶raybird')さらに IEヤel-ko-> Lfalcδ‘falcon'や IE*peli-wo-> Gr :ru;AIOC‘dark'， JroA1OC‘gray'と

いう意味の発展も見られるように，palllmbesもfalcδも「黒っぽい色の烏」が語源、である。しかし，

Klein (1971: 272) では，falx r鎌」と同源で，その足が鈎爪で鎌のように曲がっている伯Icafeの

語源)ためとしている。

このように鳥の名前はその色から付けられる場合が多いが，現代英語の swanr白鳥」は印欧語

根 *swen‘10sound'が語源で 古英語 swan> ModE swanという発展をしてきた。これは，ラテン

語の sonare‘10sound'と同根で鳴き声による命名である。また ギリシャ語の KVKVOCはラテン語

の cycnusを経て現代フランス語の cygneに対応し，元々は擬音語起源である。一方，ロシア語の

lebed' r白い鳥Jや古高地ドイツ語の albiごは明らかにその羽の白さから名付けられており，日本語

の「白鳥」はまさにその典型である。

5. 3 *Reudh-
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印欧語における動植物の名称の起源に関する一考察

その色から名付けられるものは，動植物だけにとどまらず，チエコに発し， ドイツを貫流して北

海に注ぐ「エルベ)J[Jはラテン語の albusr白いJに由来し，また紀元前49年カエサルの軍隊が元

老院令を犯して rさいは投げられた」と言って渡ったのがルビコン川で，その色は赤かったため

にそう名付けられ，ラテン語の rubeus，現代英語 redと同根である。その Rubiconは印欧語根の

*relldhーまでさかのぼることができ，この語根もまた様々な派生語の起源になっている。例えば，

現代英語の rowan'mountain ash' rナナカマド」もその花の種子の色に由来する名前である。また

現代英語の robllstr丈夫な」はラテン語の robllstlls'as strong as an oak'にさかのぼるが，オークの

類は非常に硬質で，かつ，その色が赤っぽかったことにその名の由来がある。

植物以外では，現代英語の rustrさび」もその色から名付けられており，同じく宝石の rubyも

ラテン語の rllbeusが起源で，その色から名付けられている。

Le rouvre passant pour etre le plus dur des bois， robllr est devenu synonyme deくく force，vigueur >>24. 

ラテン語の robllrは， ErnoutとMeilletのラテン語語源辞典にもくく chとnerouge > >と定義されて

いるように，ヨーロッパの森に群生する赤みがかったオーク類を「赤い」という語根を使って名前

を付け，その特徴が非常に堅い材質だったため，二次的に「堅い・強い・丈夫」という観念が備

わったと考えられている。

6. ブナ科の樹木

6. 1 bookの語源

印欧祖語 *bhago-s、beech'からは，ラテン語のfogusや現代英語の beechが派生しているが，ギ

リシャ語ではブナ科の落葉高木のブナが存在しなかったため，コナラ属の常緑高木を指すがりrocが

派生している。現代英語の bookは beechrブナ」が起源の語柔であるが，その経緯は，ルーン文

字はブナの樹皮に刻み付けられたことから，書き付けが「書物Jという意味に発展したというもの

である。本を表す語藁の語源、は，ギリシャ語の siρocもラテン語の liberもcδdexもそれぞれ本来

は文字を記すのに用いられたパピルス，樹の内皮，木材の板を意味する語嚢がその語源になってい

る。

Liber: pellicule qui se trouve entre le bois et I'ecorce exterieure， le liber， sur laquelle on ecrivait avant la 

decouverte du papyrus25. 
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Le nom ancien s'est conserve， bien que le hetre prospとreen Italie seulement en montagne， a une assez grande 

altitude， l'arbre etant plutot nordique. Le caractとrereligieux de l'arbre a pu aider a la conservation. Car ce 

n'est pas un accident que le mot subsiste aussi en Grとce，0むl'arbren'existe pas， et OU Oaroc a du etre 

applique a un autre arbre. 

FagllS et o可rocsont unis par l'idee commune d'arbre a fruits comestibles (faIne et gland) 26. 

ブナはイタリアでは高地山間部にのみ見られるが，主にヨーロッパ北部に分布していた。ブナの

木は，宗教的な側面での必要性から古代からの名前が受け継がれた。しかし，ギリシャにはブナの

木が存在しなかったため，ギリシャ語では粕(またはナラの木)を指していた。ただラテン語の

戸'gllsもギリシャ語のorfrOcもブナの実とドングリ(ナラの実)のように実を付けるという点で大

きな違いはないが，植物相や宗教などの要素が語嚢の意味にも影響を及ぼすという言語外の事情で

同根語が異なる種類の樹木を指しているのである。

6. 2 ブナ科コナラ属

また，ラテン語の aesculusは現代英語の oakと同源で，ブナ科コナラ属の一種を指すが，

quercllsとも roburとも ilはとも違う樹木である。

ラテン語の quercusは印欧語根 *perか 1トから派生し，オークの類を指す。語頭の qーは本来の

pーが後ろの/kJに同化したためで，現代英語の firrモミJ(常緑針葉樹)と同根語で，常緑樹と

いう点では共通している270

ラテン語の robllrはフランス語でくく chenerouge > >， i1exはく<chとnev出>>と定義されており，

やはりその色によって微妙に区別されていることがわかる。

7. おわりに

印欧語族の言語の動植物の名称、の起源にさかのぼってみると古代ヨーロッパの人たちの感性が見

えてくる。その命名法は大きくわけで 3つに分けられる。

先ずはじめはオノマトペ起源のものであるが，豚や牛などはその鳴き声から名付けられており，

特に豚の鳴き声は， /gr/という音が印欧語全体にほぼ共通している。また，カエルの鳴き声は英語

では croakという語柔で表されるが，ラテン語でもカラスなどの烏の鳴き声は，概ね/kJや /g!と

いう音で始まる語で表される。さらに，ハトを指す語糞も pigeonは擬音語起源、であるのに対し，
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doveは色彩の語嚢がその起源である。

2つめは，擬態語による命名である。例えば， rハリネズミ Jや「ウニJなどは「トゲトゲj と

いうような意味を内包した印欧語根から派生している。また，ラテン系(フランス語の

grenoui!le)では「カエル」はオノマトペ起源の語柔であるのに対し，ゲルマン系(英語のjトog)は

「ぴょんぴょん」跳ねる様子を擬態語で表した語柔が起源になっている。

3つめは，色彩が起源になっているケースである。「褐色」を意味する印欧語根 *bher-からは

ゲルマン系では bearr熊」が派生している。また r赤・黄・茶」という系統の色彩を示す語根

*elーは，様々な動植物の名前の語源、になっている。植物では，alder rハンノキ」と elderrニワト

コJ，また elmrニレJも同根である。さらに動物では，elk rヘラジカ」などがその例である。

現代英語の birchr白樺」も色彩語源であり，さらに rubyとrustも *reudh- r赤い」という色彩

を示す語根が起源であり，ラテン語の robllrrカシ」も「赤い」が語源である。
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